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１　はじめに

日本は、たまねぎなどの生鮮野菜のほか、
トマト加工品、冷凍ばれいしょなど多くの
野菜・野菜加工品を米国から輸入してお
り、米国の野菜の生産・流通動向が日本に
及ぼす影響も大きい。また、野菜の生産量
は、干ばつなど気象条件の影響を受けやす
く、毎年の価格変動も大きい。このような
ことから、2024年の米国の野菜をめぐる
状況について、米国農務省（USDA）が
24年12月に公表した「野菜展望報告」を
基に報告する。
なお、単位の換算には、１ポンド＝
0.4536キログラム、１エーカー＝0.4047
ヘクタールを使用した。また、為替レート
については、１米ドル＝150.67円（三菱
UFJリサーチ&コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の2025年２
月末TTS相場）を使用した。

２　2024年の野菜産業の概観

2024年、米国の野菜主産地では、猛暑
やハリケーンといった天候不順の影響によ
り生産量が減少し、価格が上昇した。
表１は、米国の野菜産業の基幹となる生
鮮野菜（注１）、加工用野菜、ばれいしょの需
給の概要である。以下にそれぞれの状況を
示した。
（注１）�特に断りのない限り、生鮮野菜の生産量な

どからばれいしょときのこ類を除いている。

（１）生鮮野菜
2024年の生鮮野菜の生産は、天候不順
により生育条件が悪化し、レタス、たまね
ぎ、トマトなど主要野菜の生産者価格は上
昇した。一方、カリフラワーとセルリー（セ
ロリ）は、天候不順にもかかわらず、一定
の生産量が得られたことで価格は高騰せ
ず、需給の混乱は見られなかった。

2024年の米国の野菜をめぐる状況

2024年の夏から秋にかけ、カリフォルニア州の一部で平年を上回る猛暑となったほか、
ハリケーン「ヘリーン」と「ミルトン」がフロリダ州の野菜、ばれいしょの生産者に大き
な損失をもたらすなどの異常気象に見舞われた。悪天候などにより生鮮野菜の生産量が減
少し、レタス、たまねぎなどの生産者価格が上昇した。加工用のトマト、ばれいしょなど
の価格は前年をわずかに下回った。ばれいしょの生産量は前年より減少した。
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３　生鮮野菜の動向

（１�）2024年野菜価格は前年をおおむね上
回って推移
2024年の生鮮野菜価格は、野菜主産地
であるカリフォルニアでの夏から秋にかけ
ての高温や、フロリダを襲った２つのハリ

ケーンの影響もあり、年の大半の時期を通
じて前年平均をおおむね上回って推移し
た。この傾向は、主要野菜であるブロッコ
リー、にんじん、たまねぎ、トマトで顕著
となった。こうした価格上昇により、
USDAの野菜価格指数（注３）は24年11月に
前月比40％高を記録した（図１）。同月の

（２）加工用野菜
加工用野菜は、生産量の６割を加工用ト
マトが占めている。2024年は猛暑の影響
により生産量が減少したものの、価格は
23年末の在庫が高水準であったことなど
により前年をやや下回った。

（３）ばれいしょ
2024/25年度（注２）のばれいしょの生産

量は、24年の収穫面積（前年比4.0％減）
および単収（同1.0％減）が共に前年を下
回ることから、前年比５％減の1896万ト
ンと見込まれている。
（注２）ばれいしょ年度は９月から翌年８月。

表１　2021 ～ 24年の野菜産業の概観
項目 2021年 2022年 2023年 2024年 2024年の

前年比 (%)
収穫面積（単位：千ヘクタール）

野菜（生鮮・加工用） 919 907 880 908 3.2
ばれいしょ 376 372 389 374 ▲ 4.0
その他 1,272 1,243 1,207 1,552 28.6
合計 2,567 2,521 2,476 2,834 14.4

生産量（単位：千トン）
野菜（生鮮） 13,789 14,016 14,062 14,152 0.7
野菜（加工用） 15,377 15,332 17,237 16,466 ▲ 4.4
ばれいしょ 18,734 18,235 19,958 18,960 ▲ 5.1
その他 2,068 2,631 2,685 3,202 19.3
合計 49,969 50,214 53,942 52,781 ▲ 2.1

生産額（単位：百万米ドル）
野菜（生鮮） 11,024 15,171 14,578 14,625 0.3
野菜（加工用） 1,970 2,507 3,350 3,239 ▲ 3.3
ばれいしょ 4,204 5,166 5,393 5,180 ▲ 3.9
その他 2,376 2,621 2,795 3,260 16.6
合計 19,574 25,465 26,116 26,304 0.7

輸入額（単位：百万米ドル）
野菜（生鮮） 9,523 10,004 10,683 11,429 7.0
野菜（加工用） 3,593 3,869 4,394 4,441 1.1
ばれいしょ 2,022 2,534 3,093 3,230 4.4
その他 910 1,019 1,033 1,050 1.6
合計 16,048 17,426 19,203 20,150 4.9

輸出額（単位：百万米ドル）
野菜（生鮮） 2,307 2,397 2,487 2,388 ▲ 4.0
野菜（加工用） 2,038 2,254 2,390 2,419 1.2
ばれいしょ 1,869 2,082 2,291 2,323 1.4
その他 824 773 696 1,006 44.5
合計 7,038 7,506 7,864 8,136 3.4

1 人当たり供給量（単位：ｋｇ）
野菜（生鮮） 70.8 72.0 70.6 69.8 ▲ 1.2
野菜（加工用） 50.6 49.9 52.0 50.8 ▲ 2.5
ばれいしょ 51.2 51.2 53.0 52.9 ▲ 0.2
その他 6.0 6.6 6.4 6.8 5.7
合計 178.5 179.8 182.1 180.2 ▲ 1.0

　資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　注１：表中の数字を合計しても必ずしも「合計」とは一致しない。
　注２：USDA 経済調査局による推計値。
　注３：その他には豆類（乾燥品を含む）およびきのこ類が含まれる。
　注４：缶詰、乾燥、冷凍を含むが、ばれいしょおよびきのこ類を含まない。
　注５：ばれいしょの数値には、生鮮と加工品を含む。
　注６：原典の統計値は過去に遡り特に断りなく変更されることがある。
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（２�）猛暑・ハリケーンの被害を受けた野
菜産地
2024年の夏・秋の猛暑は、野菜生産に
被害をもたらした。７月下旬には、カリフォ
ルニア州野菜生産地の平均最高気温は平年
より約5.5℃以上高くなった。24年11月
現在、USDA危機管理庁は、同年６～８月
にカリフォルニア州の野菜などの生産者が
被った作物の損失に対して、2270万米ド
ル（34億2021万円）を補償している（図
２）。これは、前年同期の暑熱関連の補償
額の1780万米ドル（26億8193万円）を
27％、直近５年平均の1360万米ドル（20

億4911万円）を67％上回る金額となっ
ている。
また、フロリダ州と南東部沿岸では、９
月26日に上陸した「へリーン」と10月７
日に上陸した「ミルトン」の二つのハリ
ケーンが野菜生産に大きな被害をもたらし
た。フロリダ大学は、「ヘリーン」がフロ
リダ州の野菜生産者に1050万～ 3820万
米ドル（15億8204万円～ 57億5559万
円）の損害を与えたと試算している。なお、
「ミルトン」の被害額については算定中と
なっている。

指数は、前年同月比では54％高となったも
のの、新型コロナウイルス感染症のパンデ
ミックによる供給網の混乱、原油価格など
の高騰、異常気象、ロシアによるウクライ

ナ侵攻の影響で生産コストが大きく上昇し
た22年との比較では27％安となっている。
（注３）野菜の生産者価格に関する指数。

図１　野菜価格指数の推移

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：2011年を100とした指数。
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図２　USDA危機管理庁による災害等補償金の推移
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（４）低温、害虫により価格上昇
ブロッコリー、セルリー、ロメインレタ
スなどの有機および慣行栽培の生鮮野菜の

生産者価格は、夏の高値から下落した後、
2024年11月には上昇に転じた。11月の
生産者価格の上昇は、葉物野菜、ブロッコ

（３�）生鮮野菜消費量に占める輸入品の割
合が引き続き増加
2023年の１人当たりの生鮮野菜消費量
は、00年以降大きな変化はない。しかし、
この間に１人当たりの同消費量に占める輸
入品の割合は大幅に増加している。23年の
同割合は35.2％に達しており、00年の

13.3％の２倍以上に増加した。24年１～
10月の主要生鮮野菜（ばれいしょを除く）
の輸入量は、前年同期比0.1％増となった
（表２）。メキシコでは干ばつなどの天候不
順が続いており、同国から輸入されるカリ
フラワーなどの生鮮野菜の供給に影響が生
じた。

表２　2021 ～ 24年10月の主要生鮮野菜の輸出入量の推移（単位：千トン、％）
品目 2021年 2022年 2023年 1 ～ 10 月 2024年の前

年同期比
2023年 2024年

輸入
トマト 1,940 1,982 2,014 1,716 1,768 3.0
きゅうり 1,050 1,097 1,150 962 969 0.8
ピーマン 836 813 772 658 653 ▲ 0.8
たまねぎ 664 659 626 548 540 ▲ 1.4
かぼちゃ 553 525 532 421 406 ▲ 3.6
とうがらし 498 452 479 387 393 1.4
レタス 422 505 381 319 264 ▲ 17.5
アスパラガス 302 263 232 200 200 0.2
ブロッコリー 251 277 299 244 222 ▲ 8.9
にんじん 238 272 287 236 241 2.2
カリフラワー 108 101 80 71 58 ▲ 18.8
スイートコーン 88 92 92 75 82 9.2
さつまいも 42 65 42 37 71 93.1
その他 1,463 1,516 1,569 1,305 1,316 0.8
小計 8,453 8,619 8,554 7,178 7,181 0.1
ばれいしょ 405 547 560 469 369 ▲ 21.0

合計 8,857 9,170 9,117 7,647 7,551 ▲ 1.3
輸出

レタス 336 318 320 267 282 5.6
たまねぎ 315 288 299 228 288 26.0
さつまいも 268 230 249 215 189 ▲ 12.3
カリフラワー 124 135 132 106 110 4.5
セルリー 101 86 82 64 69 8.6
にんじん 95 86 79 70 80 14.9
トマト 75 81 83 68 69 1.7
ブロッコリー 70 16 15 12 13 3.9
スイートコーン 67 58 69 64 67 5.3
ほうれんそう 48 47 43 36 38 5.1
アスパラガス 26 27 24 22 24 11.4
きゅうり 23 14 13 11 9 ▲ 21.9
その他 352 341 332 271 271 0.2
小計 1,899 1,725 1,741 1,434 1,510 5.3
ばれいしょ 560 508 540 455 460 1.2

合計 2,459 2,234 2,281 1,888 1,970 4.3
　資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　　注：表中の数字を合計しても必ずしも「合計」とは一致しない。

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
注１： カリフォルニア州の野菜及び豆類生産者対象（RMAコード：0013（たま

ねぎ）、0042（スイートコーン）、0043（ポップコーン）、0044（生鮮ス
イートコーン）、0045（とうがらし）、0046（加工用豆）、0047（乾燥豆）、
0064（グリーンピース）、0065（冬かぼちゃ）、0067（乾燥豆）、0072（キ
ャベツ）、0082（さやいんげん）、0083（ピーマン）、0084（ばれいしょ）、
0085（さつまいも）、0086（生鮮トマト）、0087（トマト）、0104（パプ
リカ）、0105（生鮮豆類）、0106（加工用きゅうり）、0156（さつまいも（重
複））

注２： RMAコードとは、USDA危機管理庁（RMA）が損失補償の対象となる品目
ごとに定めるコード。
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（５�）2024年の温室ピーマンの輸入は減少、
温室トマトの輸入は増加
2024年１～ 10月の温室ピーマン（有
機および慣行栽培）の輸入量は、前年同期
比0.2％減の39万トンであった（表４）。
また、生鮮ピーマン輸入量全体に占める温
室ピーマンの割合は、前年同期並みの
59％となった。有機ピーマンの割合は毎
月５～７％（累計４万トン）であり、この
うち77％の３万トンが温室栽培であった。
有機野菜の輸出量では、23年にはレタ
ス（結球レタスを除く。以下同じ。）、ほう

れんそう、容器入りサラダミックスの３種
類の葉菜類が上位５位以内に入った。24
年１～ 10月の有機ほうれんそうの輸出量
は、前年同期比23％減、容器入りサラダ
ミックスの輸出量は同26％減となったが、
レタスは同１％増となった。レタスとほう
れんそうの輸出先の上位２カ国はカナダと
メキシコであり、両国で輸出量の95％以
上を占めたが、有機の容器入りサラダミッ
クスの輸出先は、台湾が46％、カナダが
39％であった。

リー、セルリーの生産地が季節的に大生産
地であるカリフォルニア州中央部から、同
州南部やアリゾナ州へ移動する時期に生じ
た。この価格上昇は、砂漠地帯の低温によ
るレタスの生育遅延や、カリフォルニア州
のブロッコリー畑における害虫発生も要因

となっている。
10 ～ 11月の有機および慣行栽培の主
要生鮮野菜の生産者価格は表３の通りであ
り、両月とも24年には前年に比べ大幅に
値上がりした品目が多くなっている。

表３　主要生鮮野菜における 23年と 24年の単価比較（10 ～ 11月）
2023年

10月～ 11月
（ドル／ kg）

2024年
10月～ 11月
（ドル／ kg）

前年同期比 
（％）

慣行 有機 慣行 有機 慣行 有機
根菜類
　にんじん 1.15 1.94 1.06 1.59 ▲ 7.2 5.2
　かんしょ 1.83 - 1.43 - ▲ 20.9 -
葉茎菜類
　キャベツ 0.64 0.95 0.66 1.26 2.3 31.3
　セルリー 1.59 2.16 1.48 2.34 ▲ 7.0 8.4
　カリフラワー 1.30 2.07 1.48 2.65 ▲ 3.7 28.0
　ブロッコリー 1.83 2.91 2.43 3.22 31.5 10.4
　結球レタス 0.60 0.88 1.06 1.12 75.6 26.5
　ロメインレタス 1.32 1.85 2.03 2.65 53.3 43.0
　たまねぎ 0.95 - 1.08 - 13.7 12.0
果菜類
  きゅうり 0.62 - 0.71 - 14.1 -
  ズッキーニ 1.50 - 1.30 - 13.8 -
　グレープトマト 7.25 9.96 3.57 - ▲ 50.7 -
   ピーマン 1.26 - 1.63 - 29.8 -
　スイートコーン 1.08 - 1.23 - 13.6 -
　さやいんげん 2.49 - 1.79 - ▲ 28.7 -
　資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　　注：「-」は、「野菜展望報告」の本文及び付表に記載がないことを示す。
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表４　温室野菜と有機野菜の輸出入の推移（単位：千トン、％）
2021年 2022年 2023年 1 ～ 10月 2024年の

前年同期比2023年 2024年
輸入

トマト
（温室・慣行） 1,021.5 987.8 1,169.3 985.1 1,047.6 6.3
（露地・有機） - - 17.1 16.0 22.1 38.5
（温室・有機） - 178.2 131.2 123.6 57.0 ▲ 53.9

ピーマン
（温室・慣行） 404.8 416.1 418.1 359.0 356.2 ▲ 0.8
（露地・有機） 7.3 10.1 11.7 9.4 9.3 ▲ 1.0
（温室・有機） 34.0 34.2 34.8 28.8 30.7 6.7

きゅうり
（温室・慣行） 197.1 241.6 238.2 211.4 369.4 74.7
（露地・有機） - - 26.6 21.5 20.0 ▲ 7.2
（温室・有機） - - 40.7 35.5 65.1 83.5

にんにく （温室・慣行） 1.9 2.1 1.0 0.9 1.8 96.9
たまねぎ （露地・有機） - - 17.9 15.8 18.2 14.9
ばれいしょ （温室・有機） - - 31.6 22.0 16.0 ▲ 27.5
輸出
にんじん （有機） 23.6 21.0 22.6 19.3 20.1 4.3
ほうれんそう （有機） 13.9 16.6 14.1 13.0 10.0 ▲ 22.9
カリフラワー （有機） 13.0 10.9 8.0 6.6 6.5 ▲ 1.4
セルリー （有機） 11.1 8.9 6.3 5.0 6.2 23.5
ばれいしょ （有機） 7.2 10.1 9.3 8.6 10.0 15.9
たまねぎ （有機） 6.1 10.0 10.6 6.7 6.7 ▲ 0.3
ブロッコリー （有機） 5.9 2.0 1.6 1.4 1.9 34.9
キャベツ （有機） 5.5 7.1 6.4 5.4 5.5 3.1
結球レタス （有機） 3.6 1.7 3.3 2.9 1.9 ▲ 34.2
レタス（上記以外）（有機） 22.4 23.2 16.7 14.7 14.8 1.3
サラダミックス （有機） 7.4 9.0 10.6 9.4 7.0 ▲ 25.9
トマト （有機） 2.5 1.9 1.7 1.5 3.0 101.5
ピーマン （有機） 1.3 2.0 1.8 1.4 1.8 27.4
アスパラガス （有機） 0.7 0.7 7.7 0.7 0.5 ▲ 18.9
　資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　　注：「-」は、当該品目の関税分類番号が設定されていなかったことを示す。

米国の農業部門は、不法移民労働者に大きく依存している。USDAが2024年11月下
旬に公表した調査結果によれば、移民由来の農作物雇用労働者のうち、米国での就労が
合法的に認められていない者の割合は約40％とされている。この割合は、1989～ 91
年度の約14％から99～ 2001年度には約55％にまで増加したが、近年は減少傾向に
ある。20～ 22年は、農作物雇用労働者の32％が米国生まれ、７％が米国市民権を取
得した移民、19％がその他の合法移民（主に永住権保持者またはグリーンカード保持
者）、残りの42％が不法滞在者であった（コラム―図）。

コラム　トランプ大統領の大量強制送還計画で危機に陥る可能性がある耕種農家

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：年度は10月～翌年９月。

コラム―図　耕種農家における雇用労働者の法的位置付けの推移
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４　加工野菜の動向

米国の多くの野菜生産者は、加工用野菜
も栽培している。加工用野菜は、外皮が厚
く、形状が均一で、収穫や加工が容易とな
る性質を有する傾向がある。トマトは加工
用野菜生産量の約60％を占め、生産額で
は約50％を占めている。

（１）加工用トマト、2024年の猛暑を乗り
切るも品質に影響か
加工用トマトは、ほぼ全州で栽培されて
いる。しかし、収穫面積の94％は、温暖
で凍害の少ないカリフォルニア州が占めて
おり、同州ではほぼすべてが灌

かんがい

漑により栽
培され、通常６～10月に収穫される。
2023年に続き、24年もカリフォルニ
ア州では灌漑用水が不足することはなかっ
た。しかし、７月には、加工用トマトの生
産が集中しているサンホアキンバレーで平
均最高気温が平年より6.7℃高い猛暑と

なった。７月の猛暑は、収穫期に近いトマ
トの単収や品質には特に影響を及ぼさな
かった。しかし、秋に収穫予定の若いトマ
トは、猛暑が始まった時期に着花したとこ
ろであり、一部が落花したため、単収と品
質の両方が低下した。
このような状況にもかかわらず、USDA
の24年の加工用トマトの平均単収見込み
は１ヘクタール当たり112.1トンとされて
いる（図３）。これは、23年の単収を同
0.4トン、過去最高の18年の単収を同4.7
トン下回るが、過去第３位の単収となる。
USDAの24年５月予測では、生産量を
1043万トンと見込んでいたが、その後、
猛暑により1.7％下方修正して1025万ト
ンと推定している（図４）。24年の単収は
平年より高いにもかかわらず、契約面積が
過去５カ年平均より少ない９万1530ヘク
タールであったため、生産量は過去５年平
均を下回っている。

このような状況の下、トランプ大統領が25年１月20日に就任し、今後、数百万人の
不法移民を強制送還するという選挙公約の実施について、農業部門からの不安が高まっ
ている。17～ 21年の第１次トランプ政権では、ネブラスカ州の食鳥処理場や農産物
加工施設に家宅捜索が行われている。第２次トランプ政権は、公共の安全や国家安全保
障上の脅威となる不法滞在者の強制送還を優先するとしているが、不法滞在の農業従事
者にも強制送還の対象を広げることを否定していない。
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（トン／ヘクタール）
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傾向値

契約栽培の単収

（年）
資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：「傾向値」は最小二乗法により2025年の傾向値。

図３　契約栽培加工用トマトの単収の推移
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（２）加工用トマトの価格動向
2024年４月の野菜展望報告では、24
年の加工用トマトの価格は、前年の過去最
高値である１トン当たり152.0米ドル
（２万2902円）から下落すると予測され
ていた（注４）。カリフォルニアトマト生産者
協会（CTGA）は、同140.5米ドル（２万
1169円）を提示していたが、実際の基準
契約価格は同124.0米ドル（１万8683円）
であった。
トマト加工品の在庫水準が高いことが、
加工用トマトの価格を押し下げる主な要因
となっている。CTGAによれば、トマト加
工年度（６月から翌年５月）の始まる６月
１日現在のトマトペーストの在庫は、17
年の699万トンから23年には281万トン
に減少している。しかし、CTGAが24年
の基準契約価格に関する最初の入札を行っ
た23年12月の在庫は、前年同月比36％
増となっていた。
価格下落のもう一つの要因は、加工用ト
マトの世界的な生産量の増加である。22
年より前には、中国とイタリアがそれぞれ
年間約544万トンを生産し、世界第２位

と第３位を行き来していた。世界加工用ト
マト協議会によれば、中国は23年に生産
量を798万トンに増加させたが、同年の
米国の1161万トンには遠く及ばなかっ
た。しかし、24年には中国の生産量が
1043万トンの見込みとされており、カリ
フォルニア州の生産予測である1025万ト
ンを上回る可能性がある。
23トマト加工年度の加工用トマトの純
輸出量（輸出量－輸入量）は、約125万
トンから163万トンへと約30％増加した
（図５）。世界の加工用トマトに対する需要
が継続的に増加していることで、24年度
の輸出量が増加し、米国国内の価格上昇に
もつながる可能性がある。しかし、貿易量
の変化は、金利や米ドル高などのマクロ経
済要因や24年産トマトの品質にも左右さ
れるとみられる。
（注４）�『野菜情報』2024年９月号「米国の野菜を

めぐる2023年の状況および24年の見通し
（h t t p s : / / v e ge t a b l e . a l i c . g o . j p /
y a s a i j o h o / k a i g a i j o h o /2409 _
kaigaijoho1.html）」をご参照ください。

資料：USDA「2024　California Processing Tomato Report」を基に農畜産業振興機構作成
　注：2024年の契約生産量は、加工業者の買付け意向。

図４　カリフォルニア州のトマトの契約収穫面積および生産量の推移
（2014～2024年）
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（３）冷凍野菜の在庫が減少
2024年10月末の冷凍野菜の在庫（ば
れいしょを除く）は、前年同期比５％減で
あった。ほうれんそう（前年同期比29％
減）、カリフラワー（同20％減）、アスパ
ラガス（同19％減）、さやいんげん（同
14％減）など、多くの野菜で在庫水準が
前年同期を下回った。しかし、冷凍オニオ
ンリングの在庫が同57％増と大幅に増加
したことを含め、冷凍たまねぎの在庫は同
25％増となり、10月の在庫としては過去
最多となった。

（４�）2024年１～ 10月の貿易状況：野菜
加工品の輸出入額が増加
2024年１～10月の野菜加工品輸入額
は、前年同期比９％増の66億米ドル（9944
億円）であった（表５）。野菜加工品の輸入
先は、最大となるカナダが同11％増で輸入
量の33％を占め、メキシコが前年同期並み、
中国が同14％増であった。
冷凍野菜の輸入額は、ばれいしょ（同

12％増）の増加を受けて同７％増となっ
た。輸入量は、過去最多だった前年同期を
1.5％上回った。冷凍野菜は、主にフライ
ドポテトなどのばれいしょ製品を中心に過
去３年間の野菜加工品の輸入量の約54％、
輸入額の約50％を占めた。調理・保存処
理済み野菜の輸入額は、トマト製品（輸入
額：前年同期比37％増、輸入量：同９％増）
とポテトチップス（輸入額：同25％増、
輸入量：同10％増）の増加により、同
12％増となった。乾燥・脱水野菜の輸入
額は、でんぷんなどのばれいしょ製品が同
７％減となったものの、全体では同４％増
となった。
野菜加工品の輸出額は、同７％増の32億
米ドル（4821億円）であり、輸出先はカ
ナダが最大であった。カナダへの野菜加工
品の輸出額は同６％増であり、第２位のメ
キシコ（同10％増）と第３位の日本（同
８％増）への輸出額も前年同期を上回った。
冷凍野菜の輸出額は、ばれいしょ（同３％
増）にけん引されて同４％増となった。近

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
注１：トマト加工品の年度は６月から翌年５月。
　２：輸出量および輸入量は生鮮トマト換算。
　３： 生鮮トマト換算係数は、トマトペースト（5.432）、トマトソースおよびピュレー（3.247）、

トマトケチャップ（2.457）、ホールトマト（1.552）、トマトジュース（1.527）、乾燥
トマト（17.000）、冷凍トマト（1.820）を使用。

図５　トマト加工品の輸出入量および純輸出量
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年、ばれいしょ製品は、冷凍野菜の輸出額
と輸出量の80％以上を占めている。金額
としては少ないが、アスパラガスの輸出額
は同32％減、グリーンピースは同16％減
など一部の冷凍野菜の輸出額が大幅に減少
した。冷凍野菜全体の輸出量は同１％増で
あり、ばれいしょ製品、ミックスベジタブ
ル、さつまいもの輸出量が増加した。調理・

保存処理済み野菜の輸出額は、同12％増
であった。近年、トマト製品は、調理・保
存処理済み野菜の輸出額と輸出量の50％
以上を占めており、輸出額の増加は、トマ
ト（同19％増）、きゅうり（同26％増）、
そのほかの野菜（同９％増）の増加による
ものであった。

５　個別品目の状況：ばれいしょ

本章では、米国産野菜の中で単一品目と
しては最も輸出量の多い、ばれいしょの動

向を紹介する。なお、日本へのばれいしょ
の生の塊茎の輸入には、厳格な植物検疫上
の要件が課せられているため、試験研究な
どの目的を除き経済上現実的ではなく、日

表５　2021 ～ 24年 10月の主要野菜加工品の輸出入額の推移（単位：百万米ドル、％）
品目 2021年 2022年 2023年 １～ 10月 2024年の前

年同期比2023年 2024年
輸入
調理・保存処理済み 2,219.4 2,563.8 2,726.2 2,235.3 2,508.6 12.2
　トマト 337.8 438.6 623.7 499.1 683.2 36.9
　ポテトチップス 149.9 176.4 260.5 215.5 269.5 25.1
　たまねぎ 77.9 98.7 91.5 74.5 94.3 26.7
　きゅうり 94.3 99.3 105.2 87.7 85.4 ▲ 2.6
　さやいんげん 38.2 40.2 36.3 30.8 31.8 3.2
　その他 1,521 1,711 1,609 1,328 1,344 1.3
野菜ジュース 77.4 78.7 76.1 61.5 89.6 45.7
　トマト 2.4 4.9 5.7 5.3 5.2 ▲ 1.7
　その他 75.0 73.8 70.3 56.2 84.4 50.1
冷凍野菜 2,859.9 3,337.9 3,770.1 3,145.8 3,363.3 6.9
　ばれいしょ 1,303.9 1,630.8 2,015.5 1,679.8 1,884.6 12.2
　ブロッコリー 384.5 412.1 461.2 384.7 368.6 ▲ 4.2
　カリフラワー 80.5 94.3 88.5 74.8 65.3 ▲ 12.7
　さやいんげん 78.2 88.9 90.6 74.6 79.3 6.4
　ほうれんそう 42.2 47.1 43.9 35.8 41.7 16.6
　その他 970.4 1,064.9 1,070.2 896.1 923.8 3.1
乾燥・脱水野菜 667.1 774.3 725.0 616.0 641.5 4.1
　ばれいしょ 191.8 220.9 276.5 237.2 220.1 ▲ 7.2
　トマト 23.9 32.1 28.7 23.3 31.6 35.8
　にんじん 28.2 36.4 32.3 27.2 26.0 ▲ 4.1
　その他 423.2 484.8 387.5 328.5 363.8 10.7
合計 5,823.7 6,754.7 7,297.4 6,058.6 6,603.0 9.0
輸出
調理・保存処理済み 1,293.6 1,389.6 1,496.2 1,247.2 1,390.7 11.5
　トマト 655.5 690.6 773.2 641.2 765.7 19.4
　ばれいしょ 295.3 318.1 345.0 288.0 286.2 ▲ 0.6
　きゅうり 63.3 76.7 81.8 69.8 87.8 25.7
　スイートコーン 83.0 94.1 83.0 70.6 57.6 ▲ 18.4
　その他 196.7 210.1 213.3 177.5 193.4 9.0
野菜ジュース 48.5 37.6 28.1 24.3 26.0 7.0
　トマト 3.2 2.0 2.5 2.2 2.4 8.0
　その他 45.3 35.5 25.6 22.1 23.7 6.9
冷凍野菜 1,469.5 1,641.9 1,734.5 1,465.6 1,518.4 3.6
　ばれいしょ 1,174.5 1,338.7 1,451.8 1,231.0 1,269.6 3.1
　スイートコーン 100.7 97.2 87.0 73.3 77.8 6.1
　その他 194.3 206.0 195.8 161.3 171.0 6.0
乾燥・脱水野菜 325.7 334.3 327.4 272.9 269.2 ▲ 1.4
　ばれいしょ 123.0 122.1 155.3 132.4 114.4 ▲ 13.6
　たまねぎ 81.7 88.3 66.6 54.2 59.6 9.9
　その他 121.0 123.9 105.6 86.2 95.2 10.4
合計 3,137.4 3,403.4 3,586.2 3,010.0 3,204.3 6.5
資料：USDA のデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：表中の数字を合計しても必ずしも「合計」とは一致しない。
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本の輸入品はほぼすべてが加工品となって
いる。

（１�）作付面積と単収の減少から24/25年
度の生産量は減少見込み
2024/25年度の米国のばれいしょの生
産量は、収穫面積が前年比４％減、単収が
同１％減と前年を下回ったことにより、同
５％減の1896万トンと見込まれている。

24/25年度の生育状況は州により異なる
が、全米の平均単収（１ヘクタール当たり
50.6トン）は、20/21年度、23/24年度
に次いで過去３番目の高さが見込まれてい
る。ワシントン州、オレゴン州、ミシガン
州、メーン州は歴史的な高単収と見込まれ
る一方、フロリダ州の単収は５年平均の
10％減、ウィスコンシン州の単収は同９％
減と見込まれている（図６）。

24/25年度の生産量は、直近10年間で
21/22年度、22/23年度に次いで３番目
に少ない水準と見込まれている。同年度の
ばれいしょ生産上位２州は、アイダホ州
（国内生産量の32％）とワシントン州（同
24％）である。ウィスコンシン州では、
春の降雨が単収に悪影響を及ぼし、平均単
収が02年以降で最低の１ヘクタール当た
り42.6トンとなり、順位はオレゴン州に
次ぐ第４位に下がった。24/25年度の生
産量が前年比で増加すると予測されている
州は、ミシガン州、メーン州およびコロラ

ド州の３州だけとなった。

（２）ばれいしょの生産者価格の動向
2023/24年度のばれいしょの平均価格
は、生鮮ばれいしょの価格の下落分（前年
度比29％安）が加工用ばれいしょの価格
の上昇分（同11％高）を上回ったことで、
前年度比５％安の100キログラム当たり
27.1米ドル（4083円）となった（図７）。
ばれいしょの販売量の約３分の２は加工用
であるが、23/24年度の加工用契約量は
過剰であったとみられている。生鮮ばれい

資料：USDA公表資料を基に農畜産業振興機構作成
　注： 19/20年度から24/25年度にかけて、アラスカ州とハワイ州ではばれいしょの年間調査データが公表されていないため、両州は表示さ

れていない。

図６　州により異なる生育状況：2024/25年度の単収見込みと直近5カ年平均単収との差異（％）
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しょの価格は、生産量の増減に連動するが、
加工用ばれいしょの価格は、春の作付け前
に生産者と加工業者が契約を結ぶため、あ
まり変動しない上、契約単価の上昇により
前年度より値上がりして推移することが多
い。過去10年間の加工用ばれいしょの価
格について、最大の下落幅は15/16年度
の▲６％であり、最大の上昇幅は22/23
年度の20％であった。
23/24年度の生鮮ばれいしょの生産者

価格は、同22.49 ～ 28.22米ドル（3389

円～ 4252円）であり、前年度の同40.78
～ 57.10米ドル（6144円～ 8603円）を
大幅に下回った。24/25年度の最初の３
カ月間（24年９～ 11月）の生産者価格は、
生産量が少なかったにもかかわらず、ほぼ
横ばいで推移した。24年９月には、生鮮
ばれいしょの生産者価格が12カ月ぶりに
同26.46米ドル（3987円）を超えたが、
10月には前月より14％安い同23.15米ド
ル（3488円）となった。

（３�）冷凍ばれいしょ製品の生産者価格は
上昇傾向
2023/24年度の冷凍ばれいしょ製品

（主にフライドポテト）の生産者価格指数
は、加工用ばれいしょの価格上昇にけん引
され、前年度を大きく上回る傾向にあった。
24/25年度の最初の２カ月間（24年９月、
10月）の冷凍ばれいしょ製品の生産者価
格指数は、前年同期並みで推移した。同様
に、ポテトチップスなどの卸売価格は、平
均で前年同期を３％上回った。冷凍ばれい
しょ製品とポテトチップスの生産者価格指
数は、果物・野菜加工品の生産者価格指数

とほぼ連動しており、平均価格の変動はイ
ンフレによる上昇期を経て、23/24年度
には上昇ペースは緩やかになった。

（４）冷凍フライドポテトの輸入超過が拡大
冷凍フライドポテトは、金額と数量の両
方において米国のばれいしょ貿易の第１位
の地位を占めている。米国は、2023/24
年度に数量では５年度連続、金額では３年
度連続で冷凍フライドポテトの純輸入国と
なった（図８）。
23/24年度の米国の冷凍フライドポテ
ト輸出量は、前年度比２％減で10/11年

資料：USDAのデータを基に農畜産業振興機構作成
　注：ばれいしょ年度は9月から翌年8月。

図７　ばれいしょの用途別生産者価格の推移（2002～2023年度）

生鮮ばれいしょ

加工用ばれいしょ

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

生鮮ばれいしょ 加工用ばれいしょ

（ドル／100㎏）

20072002 （年度）

2022年度

2012 2017 2023



野菜情報 2025.471

度以降の最低の79万トンであった。主要
輸出先である日本とメキシコへの輸出量は
前年度比３％増であったが、10％以上の
減となったサウジアラビア、マレーシア、
中国、インドネシア、豪州の減少分を相殺
することはできなかった。23/24年度の
米国の冷凍フライドポテト輸入量は、同
３％増の123万トンとなり、過去最高を
記録した。カナダからの輸入量が全体の
86％を占め、これにEUからの輸入量が

13％で続いた。EUからの冷凍フライドポ
テト輸入量の約９割は、ベルギー（65％）
とオランダ（24 ％）からであった。
24/25年度の最初の２カ月間（24年９月、
10月）のフライドポテトの貿易は前年度
の傾向を継承しており、前年度同期比で輸
出は減少（数量で７％減、金額で８％減）
し、輸入は増加（数量で５％増、金額で
11％増）した。

６　おわりに

2024年には、カリフォルニア州で灌漑
用水の不足が問題となることはなかった
が、ラニーニャ現象により夏季は猛暑と
なったほか、大型のハリケーンの上陸に
よってフロリダ州を中心に大きな被害が発
生した。23年に大きな問題となった燃油
や肥料・農薬といった生産費の上昇は、い
まだ高水準ではあるものの、比較的安定し
て推移した。
一方、すでに期限切れとなった18年農業
法は、依然として新法に置き換えられるこ
となく再延長された。24年11月の大統領選

挙ではトランプ大統領が当選し、上下両院
も含め共和党が多数派となった。同大統領
は、現地時間25年１月20日の就任早々、数
多くの大統領令に署名しており、気候変動
に関するパリ協定からの離脱、２月１日に
はカナダ、メキシコ、中国からの輸入品に
追加関税を課すとの大統領令に署名したほ
か、コラムにも取り上げたとおり移民規制
の強化を行うとみられている。野菜収穫は、
季節的なものを含め、移民労働者に依存す
るところが多く、また、近年の頻発する異
常気象もあり、米国の野菜における政策や
貿易の動向を含めた需給状況については、
引き続き注視する必要があると考えられる。

資料：商務省国勢調査局の貿易統計を基に農畜産業振興機構作成
注：ばれいしょ年度は9月から翌年8月。

図８　冷凍フライドポテトの輸出入量
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